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農林水産業における衛星利用について

○ 農林⽔産分野では、担い⼿の減少や⾼齢化による労働⼒不⾜への対応や、競争⼒の強化が喫緊の
課題。

○ このため、衛星測位技術を⽤いた農機の⾃動化による省⼒化や、衛星画像を活⽤した品質向上など、
スマート農林⽔産業の普及が重要。

○ スマート農業の社会実装を加速化するため、衛星技術等を⽣産現場に導⼊・実証し、経営効果を明ら
かにするプロジェクトを2019年度から開始し、148地区で実証中。

【実証概要】

○ 衛星測位情報を活用した自
動走行機能付きトラクターの導
入や、衛星画像を活用したリ
モートセンシング等により、生
産性の向上を図る。

○ 分散したほ場の管理作業に
ついて、衛星画像を活用した生
育診断により、同時期に広範
囲の診断が可能となり、作業
の効率化を実現。

○ 生育診断を活用した可変施
肥等更なる活用も期待。

【実証概要】

○ 衛星測位情報を自動操舵システム、
直進キープ田植機の精密制御に活用
し、経験が浅いオペレーターの作業能
率・精度向上を図る。

○ 自動操舵システムを用いて耕耘を行
うことにより、経験の浅いオペレーター
も熟練オペレーターと同等の作業能率
を実現。

○ 直進キープ田植機については、当初、
熟練オペレーターよりも作業能率は
劣ったが、実地訓練を経て最終的に同
等の作業能率を実現。

(農)うもれ⽊の郷(⼭⼝県阿部町)ほか
⽔⽥作(令和元年度採択)

(株)⽶⼋(新潟県新潟市)ほか
⽔⽥作(令和元年度採択)
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衛星技術の利用の現状と今後の要望（衛星測位技術）

〇 農作業の省⼒化、⾼精度化を可能とするGPSガイダンスシ
ステムや⾃動操舵装置は現場での導⼊は急速に伸びている
ほか、ドローンによる農薬散布⾯積も⼤きく増加している。

【現場での課題】

【今後の要望】

⇒ 中⼭間地域等条件不利地域においても安定的な測位
技術を実現してほしい。みちびきの７機体制により、RTK基
地局と同等の精度安定性を実現することが可能なのか。

⇒ ⾼精度な位置情報の活⽤に向けた
①みちびき対応受信機の低コスト化・⼩型化
②RTK基地局の低コスト化
③VRS等の位置補正サービスの低価格化
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〇 位置情報の取得が困難な中⼭間等の地域では、⾃動操舵
システムが機能しない

〇 防⾵林や建屋等により、測位情報が不安定となり、精度も
低下する

〇 現在地の特定に20分以上要する場合があり、作業時間の
短縮につながらない

〇 センチメーター級の受信機（みちびき対応）は価格が⾼く
（25~100万円）、サイズも⼤きく（15㎝）重い（１kg）
ため、農薬散布⽤ドローンへの導⼊が進んでいない。

ドローンによる散布⾯積（ha）
（農林⽔産省調べ）
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衛星技術の利用の現状と今後の要望（リモートセンシング技術）

〇 衛星画像から⽣育状況を把握し、施肥設計や収穫適期の
判断により、安定的な農産物の⽣産を実現

〇 様々な品⽬に対する衛星画像を⽤いた⽣育状況を診断す
るサービスが⺠間でも開始されているところ。

（クラウド型営農⽀援サービス「天晴れ」 国際航業㈱））

〇 収穫⽇を判断するための、分解能の⾼い衛星画像をリクエス
ト⽅式で依頼しているが、天候に左右されてしまい、希望⽇の
衛星画像を⼊⼿できない場合がある。

【現場での課題】

【今後の要望】

⇒ 収穫量を左右する収穫⽇の判断には、天候に左右されない
衛星画像を提供して欲しい。

⇒ 可能な限り低価格で⾼い分解能の衛星画像を提供して欲
しい。

⇒ ほ場の排⽔性や傾斜度などの物理性や、肥沃度（窒素、リ
ン、カリウム）、有機物含量などの化学性の識別ができる衛星
画像を提供して欲しい。

３

追肥診断

衛星画像データに基づく最適追肥量

【取組内容】
○ 愛知県農業試験場が開発した
⽣育予測モデルを活⽤して、衛
星画像や気象情報等を⽤いた
栽培管理を実証し、⽣育ステー
ジの予測や収量増等を確認。

⼩⻨⽣育ステージ予測︓±5⽇以内
追肥診断に基づく⻨収量︓654→778kg/10a

ＪＡあいち経済連の取組



衛星技術の利用の現状と今後の要望（衛星通信・現地調査）

〇 スマート農林⽔産業に取り組むだけでなく、中⼭間、森林、洋上
などにおける⽣活インフラとしての通信環境の整備が必要不可⽋

〇 通信環境の整備が進んでいない中⼭間地域や離島、森林
等においては、スマート農機によるデータ通信や林業作業者間
での通信ができない。

〇 沖合・遠洋では通信キャリア網が利⽤できず、若者の就業が
進まない

【現場での課題】

【今後の要望】

⇒ 衛星通信を活⽤した、携帯電話と同価格帯で利⽤可能な
通信環境を整備してほしい

〇 農地の区画ごとの作付状況を判別するには、地上分解
能が⾼く、かつ⾼頻度で撮影可能な光学衛星画像データ
が必要。

○ 他国の衛星画像を⾼コストで⼊⼿し実証に取り組んでい
る。

【現場での課題】

【今後の要望】

⇒ 地上分解能が⾼く、かつ⾼頻度で撮影可能な光学衛星
画像データを可能な限り低価格で提供して欲しい。

〇 作物統計調査の実測作業の効率化に向けて、画像解析に
より農地の区画ごとの農作物の作付状況を把握する⼿法につ
いて研究中

Q.船にはどんな環境があると良いか︖(３つまで回答）
１．Wi-Fi １３９ （76％）
２．給料が⾼い ９８ （45％）
３．完全個室 ５３ （29％）
４．まとまった休みがある ４３ （24％）
５．⾷事が良い ３９ （21％）…

船に乗りたい／条件によっては乗っても良いと回答した⽣徒174名のアンケート結果

 デジタルネイティブにとっては、「洋上でWi-Fiがつながること」は、乗船の
ための条件として「⾼い給料」や「完全個室」よりも優先度が⾼い
福島県⽴いわき海星⾼等学校で実施した⽣徒意識調査（2018）より
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衛星技術の利用の現状と今後の要望（林業・水産業）

〇 森林の資源状況の把握に衛星画像を活⽤しているところ。
また、機械の⾃動化に向けて遠隔操作式の機械開発が進展

〇 漁船における衛星通信のほか、沖合・遠洋海域における漁
場予測に衛星画像を活⽤

【現場での課題】

【今後の要望】
⇒ 森林（伐採跡地等）においても、安定的かつ精度の⾼い
測位情報を提供して欲しい。

⇒ 年１回以上の頻度で撮影した、分解能１ｍ以下の衛星画
像を無償で提供して欲しい。また地理院地図のようにウェブ地
図タイルとして公開して欲しい。

〇 ⼈⼯衛星「しずく」は設計寿命を過ぎており、故障等により
データの提供が⽌まるリスクがある。

〇 漁場予測データはリアルタイムデータが要求されるが、データの
処理に３時間程度要する。

【現場での課題】

【今後の要望】
⇒ ⼈⼯衛星「しずく」の後継機の予定どおりの打ち上げの実施
（2023年度）

⇒ リアルタイムでの漁場データの提供が可能となるよう
データ処理速度を向上させて欲しい。

⼈⼯衛星データを基にした海⽔温
の広域分布図や各種海洋データに
基づいて、潮流や⽔温情報等を⾒
える化し、漁業者に提供している。

⽔温、海流などの海の状況や、いつ
どこでどのような⿂が獲れるかといった
漁海況情報を収集・分析し提供。

（森林計画図）

個別の森林毎の樹種
情報などと画像情報と
の照合が可能

【衛星画像を重ね合わせて活⽤】

５

〇 森林では測位精度が低く、林業機械の遠隔操作化から⾃
動化へのハードルが⾼い。

〇 他国の衛星画像を有償で⼊⼿している。

【リモコン操作による伐採・
搬出機械の開発】


